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再
考
・
妙
心
寺
聖
澤
院
書
院
障
壁
画

―

狩
野
典
信
筆
「
山
水
・
麒
麟
図
」
及
び
「
竹
林
七
賢
図
」―

中　

谷　

伸　

生

一

　

聖
澤
院
書
院
一
之
間
及
び
二
之
間
に
は
、
木
挽
町
狩
野
家
第
六
代
の
狩
野
栄
川
院

典
信
の
襖
絵
及
び
壁
貼
付
絵
が
あ
る
。
こ
の
障
壁
画
（
紙
本
墨
画
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
三
月
に
、
関
西
大
学
の
「
妙
心
寺
聖
澤
院
の
建
築
及
び
障

壁
画
の
調
査
研
究
報
告①
」
に
お
い
て
、
そ
の
全
容
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
際
、

写
真
図
版
の
印
刷
が
不
鮮
明
で
、
典
信
の
作
風
の
特
質
と
そ
の
力
量
が
十
分
に
伝
わ

ら
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
加
え
て
、
十
年
に
わ
た
る
妙
心
寺
の
調
査
の
中
で
、
私

が
最
も
感
銘
を
受
け
た
絵
画
が
、
聖
澤
院
書
院
の
典
信
と
富
岡
鐵
齋
の
障
壁
画
で
あ

っ
た
こ
と
を
改
め
て
報
告
し
て
お
き
た
い
。
今
回
、
す
べ
て
の
写
真
を
再
度
掲
載
す

る
と
と
も
に
、
以
前
の
拙
稿
を
全
面
的
に
改
稿
し
て
、
典
信
の
特
質
と
そ
の
評
価
を

論
じ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
典
信
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
岡
倉
天
心
が
明
治
二

三
年
よ
り
三
年
間
に
わ
た
っ
て
講
義
し
た
「
日
本
美
術
史
」（
学
生
た
ち
が
筆
記
し

た
講
義
ノ
ー
ト
）
に
お
い
て
、「
周
信
、
古
信
の
如
き
は
只
に
探
幽
、
常
信
の
影
の

み
な
り
し
も
、
此
の
人
に
至
り
て
は
、
時
勢
の
然
ら
し
む
る
所
か
、
図
取
り
等
も
幾

分
か
変
革
し
、
少
し
く
そ
の
気
を
振
へ
り②
。」
と
一
定
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
探

幽
以
後
の
江
戸
狩
野
の
大
半
を
評
価
し
な
か
っ
た
天
心
で
は
あ
っ
た
が
、
典
信
に
つ

い
て
は
、
そ
の
力
量
を
見
逃
す
こ
と
な
く
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。

　

さ
て
、
聖
澤
院
書
院
の
建
築
は
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
小
座
敷
と
小
庫
裏

を
撤
去
し
た
跡
地
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
事
実
は
、聖
澤
院
に
遺
存
す
る『
聖

澤
院
往
古
記
事
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
古
文
書
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

に
聖
澤
院
の
院
主
に
就
い
た
杲
山
英
昱
が
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
ま
と
め

た
も
の
で
、
上
下
二
冊
の
体
裁
に
よ
っ
て
、
聖
澤
院
の
葺
替
修
復
記
、
歴
代
相
続
記
、

寛
永
十
八
年
及
び
貞
和
三
年
の
定
書
等
を
収
め
て
お
り
、
近
世
前
期
の
聖
澤
院
に
関

す
る
基
礎
資
料
で
あ
る③
。
そ
の
書
院
一
之
間
、
つ
ま
り
書
院
中
の
最
上
格
の
室
の
正

面
壁
、
つ
ま
り
北
側
の
床
之
間
の
壁
貼
付
絵
一
面
（
図
Ｆ

－

8
）
に
は
、
松
樹
を
モ

テ
ィ
ー
フ
に
し
た
「
山
水
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。「
山
水
図
」
の
床
壁
貼
付
絵
の

左
側
面
壁
に
は
、
落
款
を
記
し
た
壁
面
（
図
Ｆ

－

9
）
が
あ
り
、「
中
務
卿
法
眼
榮

川
藤
原
典
信
画
」
の
款
記
と
「
典
信
之
印
」
の
白
文
方
印
が
見
ら
れ
る
（
挿
図
1
）。

こ
の
印
章
は
縦
一
四
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
、
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
巨

大
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
墨
書
の
款
記
は
、
円
み
が
あ
り
癖
の
あ
る
独

特
の
筆
跡
を
示
し
て
い
る
が
、
確
か
に
、
典
信
の
真
作
と
思
わ
れ
る
作
品
に
は
、
比

較
的
貧
弱
な
款
記
の
入
っ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
堂
々
と
し
た

達
筆
の
款
記
を
入
れ
た
作
品
に
、
贋
作
が
多
い
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
さ

て
、
床
壁
貼
付
の
右
側
面
壁
（
図
Ｆ

－

7
）
に
は
白
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
山
水
図
の
余
白
部
分
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
東
側
の
襖
四
面
（
図
Ｆ

－

1
、

2
、
3
、
4
）
及
び
そ
れ
に
続
く
北
側
の
襖
二
面
（
図
Ｆ

－

5
、
6
）
に
は
、「
麒

麟
図
」
の
襖
六
面
が
あ
る
。
材
質
は
す
べ
て
紙
本
墨
画
で
あ
る
。
続
く
隣
室
の
書
院

二
之
間
を
見
て
い
く
と
、
こ
こ
に
は
南
側
の
廊
下
に
面
し
て
襖
絵
一
面
（
図
Ｇ

－

1
）、
続
く
東
側
に
は
襖
絵
四
面
（
図
Ｇ

－

2
、
3
、
4
、
5
、
裏
面
は
富
岡
鐵
齋
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に
よ
る
襖
絵
四
面
）、
北
側
に
は
襖
絵
四
面
（
図
Ｇ

－

6
、
7
、
8
、
9
）
と
そ
れ

に
続
く
壁
貼
付
絵
一
面
（
図
Ｇ

－

10
）、
西
側
に
は
襖
絵
四
面
（
図
Ｇ

－

11
、
12
、

13
、
14
）
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
計
一
四
面
の
襖
絵
の
主
題
は
、「
竹
林
七
賢
図
」
と

な
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
材
質
は
書
院
一
之
間
の
襖
絵
と
同
様
に
紙
本
墨

画
で
あ
る
。
さ
て
、
画
面
の
損
傷
に
つ
い
て
、
大
ま
か
に
指
摘
し
て
お
く
と
、
ま
ず

書
院
一
之
間
の
北
側
に
あ
る
床
之
間
の
壁
貼
付
絵
（
図
Ｆ

－

8
）
で
は
、
画
面
右
端

上
部
か
ら
下
部
に
至
る
ま
で
、
大
き
な
染
み
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
加
え
て
、
書
院

二
之
間
の
南
側
の
壁
貼
付
絵
一
面
（
図
Ｇ

－

1
）
に
は
、
画
面
中
央
に
縦
長
の
裂
傷

が
見
ら
れ
、
下
半
部
に
も
大
き
な
裂
傷
に
よ
る
損
傷
が
見
ら
れ
る
。
他
の
作
品
は
、

所
々
若
干
の
損
傷
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
保
存
状
態
は
良
好
で
あ

る
。
加
え
て
、
書
院
二
之
間
の
隣
室
は
、
通
称
「
鐵
齋
之
間
」
と
呼
ば
れ
、
富
岡
鐵

齋
に
よ
る
壁
貼
付
絵
及
び
襖
絵
「
巌
栖
谷
飲
図
」
計
九
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
典
信
筆
「
竹
林
七
賢
図
」
の
東
側
に
位
置
す
る
襖
絵
四
面
（
図
Ｇ

－

2
、
3
、

4
、
5
）
の
裏
面
に
、
鐵
齋
之
間
の
西
側
襖
絵
四
面
が
描
か
れ
た
。
も
し
こ
の
部
屋

が
、
元
来
書
院
三
之
間
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
部
屋
に
は
典
信
の
障
壁
画
、
た

と
え
ば
「
四
季
花
鳥
図
」
な
ど
が
描
か
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
書
院

全
体
と
し
て
は
、「
山
水
」、「
動
物
」、「
人
物
」、「
花
鳥
」
と
い
う
狩
野
派
の
典
型

的
な
構
成
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
妙
心
寺
山
内
の
襖
絵
な
ど
は
、
明
治
維
新
を
相
前

図 1　典信落款
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後
す
る
時
期
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
、
妙
心
寺
の
外
へ
持
ち
出
さ
れ
た
も

の
も
多
く
、
書
院
三
之
間
の
襖
絵
も
同
様
の
運
命
に
あ
っ
た
可
能
性
も
捨
て
切
れ
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
建
築
史
家
の
永
井
規
男
氏
に
よ
る
と
、
書
院
三
之
間
に
あ
た
る
鐵

齋
之
間
は
、
建
築
構
造
上
、
書
院
一
之
間
及
び
二
之
間
と
は
区
別
さ
れ
る
庫
裏
の
一

部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う④
。
と
い
う
の
も
、
二
之
間
と
三
之
間
の
鴨
居
の

上
部
は
壁
面
で
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
一
之
間
と
二
之
間
の
鴨
居
上
部
の
よ
う
に
、
部

屋
を
仕
切
り
な
が
ら
も
開
放
的
に
両
室
を
融
合
さ
せ
る
竹
の
節
欄
間
（
挿
図
2
）
は

な
く
、
二
之
間
と
鐵
齋
之
間
と
は
必
ず
し

も
緊
密
な
有
機
的
空
間
を
形
成
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
鐵
齋
之
間

は
改
築
が
な
さ
れ
て
お
り
、
元
来
は
茶
堂

の
部
屋
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

簡
単
に
結
論
を
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

改
築
が
何
時
な
さ
れ
た
か
が
問
題
で
あ
る

が
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
の
書
院
建

立
時
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
こ
れ
ま
た
正

確
に
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
も
し
茶

堂
の
部
屋
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
時

点
で
は
、
襖
は
無
地
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
何
ら
か
の
理
由
で
茶
堂
の
部
屋
を
改

修
し
、
現
在
見
ら
れ
る
書
院
三
之
間
の
よ

う
な
空
間
に
変
え
ら
れ
、
時
代
が
下
が
っ

て
近
代
に
入
っ
て
、
狩
野
派
歴
代
の
墓
参

り
を
行
う
な
ど
、
狩
野
派
と
の
関
係
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
鐵
齋
に
、
聖
澤
院
は

「
巌
栖
谷
飲
図
」（
挿
図
3
）
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

聖
澤
院
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
大
本
山
妙
心
寺
の
山
内
の
法
堂
の
西
側
に
あ
っ
て
、

図 2　竹の節欄間

図 3　鐡齋「巌栖谷飲図」
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妙
心
寺
四
派
の
道
場
の
四
本
庵
の
一
つ
を
占
め
、
妙
心
寺
内
の
単
な
る
塔
頭
の
一
つ

で
は
な
く
、
聖
澤
派
の
本
山
で
あ
る
。
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
に
創
立
さ
れ
、
翌

年
か
ら
寺
院
と
し
て
の
活
動
が
始
ま
っ
た
と
い
う⑤
。

二

　

と
こ
ろ
で
、
木
挽
町
狩
野
家
第
六
代
の
狩
野
栄
川
院
典
信
（
一
七
三
〇

－
一
七
九

〇
）
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
詳
細
が
語
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、『
古
畫
備
考
』

や
吉
岡
班
嶺
編
著
『
書
畫
鑑
定
指
針
』
を
手
が
か
り
に
し
て
、
画
歴
を
中
心
に
、
そ

の
生
涯
を
年
譜
風
に
追
っ
て
み
た
い
。
右
記
の
二
書
以
外
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
年

譜
の
各
項
目
末
尾
に
文
献
名
を
記
す
。

　
　

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）、
一
歳
。
十
一
月
十
一
日
、
典
信
は
水
戸
家
中
岡

部
忠
平
の
妻
を
実
母
に
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
は
庄
三
郎

で
、
後
に
典
信
と
改
名
し
、
白
玉
齋
の
号
を
用
い
て
榮
川
院
と
称

し
た
。
号
白
玉
齋
の
由
来
は
、
一
羽
の
雀
が
典
信
の
部
屋
に
飛
ん

で
き
て
、
置
い
て
あ
っ
た
白
玉
を
硯
の
中
に
落
と
し
て
飛
び
去
っ

た
と
い
う
事
件
か
ら
、
白
玉
齋
と
号
し
た
と
い
う
逸
話
が
伝
わ
っ

て
い
る
。『
古
畫
備
考
』
巻
三
十
八
の
狩
野
譜
に
よ
る
と
、「
先
生

幼
而
嗣
焉
、
勵
志
丹
青
、
遂
極
其
妙
、
聲
名
高
于
天
下
也
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　
　

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）、
二
歳
。
十
二
月
二
十
七
日
、
い
ま
だ
二
歳
に
す

ぎ
な
い
幼
少
時
に
木
挽
町
狩
野
家
の
跡
目
と
な
っ
た
。
こ
の
年
、

父
の
四
代
栄
川
古
信
が
三
十
六
歳
で
死
去
す
る
と
と
も
に
、
養
父

の
五
代
受
川
玄
信
も
ま
た
十
七
歳
で
早
世
し
た
こ
と
か
ら
、
母
妙

性
尼
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）、
一
四
歳
。
九
代
将
軍
吉
宗
に
お
目
見
え
し
、
自
作

の
巻
物
一
巻
を
献
上
し
て
い
る
。
吉
宗
は
幼
い
典
信
を
特
別
扱
い

に
し
て
可
愛
が
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
吉
宗
退
位
後
も
、
旗
本

に
列
せ
ら
れ
る
な
ど
、
十
代
将
軍
家
治
や
田
沼
意
次
に
深
く
寵
愛

さ
れ
た
。

　
　

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）、
一
九
歳
。
九
代
将
軍
家
重
襲
職
祝
賀
の
た
め
に
、

朝
鮮
通
信
使
が
来
日
の
折
り
に
は
、
中
橋
家
の
祐
清
を
頭
取
と
し

て
、
典
信
は
朝
鮮
国
王
へ
の
献
上
用
屏
風
絵
二
双
を
担
当
し
た
。

（『
通
航
一
覧
』）。

　
　

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）、
三
三
歳
。
二
月
十
六
日
、
法
眼
の
位
を
得
て
中

務
卿
を
許
さ
れ
た
。

　
　

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）、
三
四
歳
。
七
月
一
日
、
木
挽
町
へ
移
る
以
前
、

つ
ま
り
竹
川
町
家
に
い
た
時
期
に
奥
御
用
絵
師
と
な
る
。（『
会
心

齋
筆
記
』）。
こ
の
時
期
、
中
橋
家
の
祐
清
が
没
し
て
、
典
信
の
実

力
が
抜
き
ん
出
て
く
る
。

　
　

宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）、
三
五
歳
。
二
月
、
十
代
将
軍
家
治
襲
職
祝
賀
に

際
し
て
通
信
使
が
来
日
し
た
際
、
中
橋
家
の
画
家
た
ち
と
一
緒
に

描
い
た
屏
風
絵
が
朝
鮮
国
王
に
贈
呈
さ
れ
た
。（『
通
航
一
覧
』）。

　
　

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）、
四
四
歳
。
二
月
二
十
九
日
、
表
御
医
師
並
と
な
る
。

　
　

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）、
四
六
歳
。
閏
十
二
月
二
十
五
日
、
御
召
御
紋
の
羽



九
八

織
を
拝
領
し
た
。

　
　

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）、
四
七
歳
。
正
月
二
十
七
日
、
日
光
御
供
の
支
度
金

銀
六
十
枚
を
賜
り
、
同
年
十
一
月
十
五
日
に
家
治
四
十
歳
の
祝
賀

に
際
し
て
、
献
上
品
の
品
を
拝
領
し
た
。

　
　

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）、四
八
歳
。
田
沼
意
次
か
ら
木
挽
町
の
土
地
を
拝
領
し
、

尚
信
の
拝
領
地
で
あ
っ
た
江
戸
竹
川
町
か
ら
木
挽
町
に
移
り
、
以

後
、
木
挽
町
狩
野
家
を
名
乗
る
。（『
会
心
齋
筆
記
』）。

　
　

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）、
五
一
歳
。
十
二
月
十
八
日
、
法
印
に
叙
せ
ら
れ
号

を
栄
川
院
と
称
し
た
。
そ
の
間
の
事
情
は
、や
は
り
『
古
畫
備
考
』

巻
三
十
八
の
狩
野
譜
に
「
旦
夕
侍　

畫
事
於
中
、
恩
遇
日
渥
、
拝

法
眼
、
門
地
比
宮
醫
、
又
賜
以
御
畫
、
永
藏
於
家
、
又
賜
第
地
於

江
都
城
東
釆
女
原
而
住
焉
、
竟
進
法
印
、
准
許
榮
川
院
號
、
其
它

特
恩
異
衆
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
安
永
六
年
と
天
明
四
年
（
一

七
八
四
）
の
二
度
に
わ
た
っ
て
住
居
よ
り
出
火
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
金
二
百
両
の
見
舞
金
を
拝
領
し
て
い
る
。

　
　

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）、
五
七
歳
。
二
月
二
十
五
日
、
将
軍
家
治
五
十
歳
の

祝
賀
に
お
い
て
、
紋
付
小
袖
を
拝
領
し
た
。

　
　

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）、
五
八
歳
。
十
月
七
日
、
十
一
代
の
新
将
軍
家
齋
の

肖
像
画
を
描
く
と
と
も
に
御
霊
屋
廟
に
絵
画
を
納
め
、
金
五
枚
他

を
賜
っ
た
。

　
　

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）、
六
一
歳
。
紫
宸
殿
の
賢
聖
障
子
絵
の
担
当
と
な
っ

て
下
命
を
受
け
、
す
べ
て
の
下
絵
類
を
用
意
し
て
上
京
と
な
っ
た

が
、
作
品
完
成
を
果
た
せ
ず
、
制
作
途
上
の
同
年
八
月
十
六
日
に

六
一
歳
で
没
し
て
い
る
。
こ
の
賢
聖
障
子
絵
に
つ
い
て
は
、
典
信

と
住
吉
広
行
の
共
同
制
作
と
し
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（『
禁
裏
寛
政
御
造
営
記
』）。
法
名
は
法
壽
院
殿
典
信
日
妙
大
居
士

と
名
づ
け
ら
れ
、
池
上
本
門
寺
に
葬
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
典
信
の
性
格
は
寡
黙
で
お
と
な
し
く
、
清
廉
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
。
母
親
思
い
の
人
物
と
伝
え
ら
れ
、
相
州
（
相
模
国
）
宮
の
下
の
温
泉
に
保
養
の

旅
行
中
に
母
を
慕
っ
て
、「
む
す
び
ぬ
る
草
の
枕
の
露
の
ま
も
か
け
て
ぞ
し
た
ふ
故

郷
の
夢
」
と
詠
っ
て
い
る
。
ま
た
、
父
古
信
も
訪
問
し
た
場
所
で
、
幼
少
時
に
没
し

た
見
ぬ
父
を
慕
っ
て
、「
お
も
か
げ
も
し
ら
ぬ
ぞ
か
な
し
よ
り
そ
ひ
し
槇
の
柱
は
猶

の
こ
る
世
に
」
と
詠
っ
た
。
門
弟
に
は
、
後
に
浮
世
絵
師
に
な
っ
た
鳥
文
齋
栄
之
な

ど
が
い
た
。
ま
た
、橋
本
雅
邦
の
『
木
挽
町
絵
所
考
』
に
よ
れ
ば
、典
信
は
下
絵
「
三

国
志
図
巻
」
を
制
作
し
て
お
り
、
後
に
勝
川
院
が
そ
の
着
色
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
典
信
の
粉
本
な
ど
が
着
実
に
継
承
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

木
挽
町
狩
野
家
は
、
六
代
典
信
の
時
代
か
ら
隆
盛
し
、
幕
末
に
至
る
ま
で
狩
野
派
屈

指
の
名
門
と
し
て
栄
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
典
信
と
技

を
競
っ
た
宗
家
中
橋
家
の
当
主
狩
野
祐
清
英
信
が
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に

死
去
し
た
た
め
、
俄
然
、
典
信
の
存
在
が
大
き
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
田
沼
意
次
（
一
七
一
九

－

八
八
）
が
老
中
と
な
っ
て
権

力
の
座
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
意
次
の
寵
愛
を
得
た
こ
と
と
、
将
軍
家
治

が
大
の
絵
画
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
幸
い
し
て
、
典
信
は
実
質
的
に
狩
野
派
の

中
心
人
物
に
な
っ
て
い
く
。
石
井
蠡
の
編
集
に
よ
る
『
続
三
王
外
記
』
に
よ
る
と
、

「（
家
治
）
性
画
を
好
み
、
画
工
榮
川
典
信
そ
の
子
養
川
惟
信
及
び
永
徳
高
信
日
々
側



九
九

に
侍
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
武
田
恒
夫
氏
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
推
測
し
て
、

典
信
の
隆
盛
は
、
意
次
に
取
り
入
っ
た
た
め
と
は
必
ず
し
も
い
え
ず
、
将
軍
家
治
の

絵
画
好
き
が
原
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
、
と
指
摘
し
た⑥
。
確
か
に
、
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
典
信
が
寡
黙
で
お
と
な
し
く
清
廉
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
意
次
は
そ
の

人
柄
を
気
に
入
っ
て
、
典
信
と
親
交
を
暖
め
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
典
信

が
政
略
家
で
あ
っ
た
と
い
う
議
論
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
天
心
の
主
張
に
多
く
を

負
う
て
い
る
可
能
性
も
高
い
。
す
な
わ
ち
、「
且
つ
其
の
性
質
、
画
家
と
云
は
ん
よ

り
は
寧
ろ
政
略
家
に
し
て
、
此
の
時
代
に
於
て
権
を
振
ひ
た
る
諸
侯
等
に
出
入
り
し
、

木
挽
町
絵
所
に
も
多
く
の
地
面
を
賜
は
り
、
御
老
中
等
と
事
を
議
す
る
に
方
り
、
時

に
は
栄
川
の
宅
に
於
て
す
る
こ
と
あ
る
に
至
る
。
彼
を
以
て
幕
府
に
訴
願
せ
ん
と
す

る
も
の
は
、
先
ず
栄
川
に
之
を
依
頼
す
る
と
き
は
好
結
果
を
得
る
と
い
ふ
程
に
時
め

き
た
り⑦
。」
と
天
心
は
『
日
本
美
術
史
』
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。
大
規
模
な
画
塾

を
構
え
た
木
挽
町
の
新
屋
敷
は
、
意
次
邸
と
隣
接
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば
典
信
宅
で

意
次
主
宰
の
秘
密
の
会
合
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
加
え
て
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ

の
時
期
の
狩
野
派
の
中
で
は
、
岡
倉
天
心
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
や
は
り
典
信
の
画

家
と
し
て
の
力
量
が
抜
き
出
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
、
典
信
率
い
る
木
挽
町
狩
野
家
が
、
江
戸
狩
野
の
牽
引
役
と
な
る

条
件
が
揃
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
江
戸
初
期
の
鍛
冶
橋
狩
野
家
の
主
導
権
は
、
江
戸

中
期
に
中
橋
狩
野
家
に
移
行
し
、
や
が
て
江
戸
中
期
以
降
、
木
挽
町
狩
野
家
に
実
権

が
移
る
こ
と
に
な
る
。
典
信
以
後
の
木
挽
町
は
、
大
い
に
栄
え
て
、
門
弟
は
常
に
五
、

六
〇
人
を
下
ら
な
か
っ
た
と
い
う⑧
。
寛
政
度
の
内
裏
障
壁
画
制
作
に
際
し
て
、
典
信

が
紫
宸
殿
の
賢
聖
障
子
絵
の
制
作
担
当
に
な
っ
た
こ
と
は
、
木
挽
町
狩
野
家
が
御
用

絵
師
と
し
て
美
術
界
の
主
導
権
を
握
っ
た
証
左
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
典
信
の
弟
子
に

狩
野
白
珪
斎
と
い
う
画
家
が
い
た
が
、
こ
の
白
珪
斎
の
弟
子
が
渓
斎
英
泉
で
あ
っ
た

と
い
う
。

　

以
上
の
年
譜
を
踏
ま
え
て
、
聖
澤
院
の
床
之
間
左
右
側
壁
二
面
を
含
め
た
計
二
十

三
面
の
制
作
年
を
割
り
出
す
と
、
書
院
床
之
間
左
側
壁
の
「
中
務
卿
法
眼
榮
川
藤
原

典
信
画
」（
墨
書
）
と
「
典
信
之
印
」（
白
文
方
印
）
の
款
記
か
ら
、
典
信
が
法
眼
で

あ
っ
た
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
か
ら
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）、
つ
ま
り
典
信

が
三
十
三
歳
か
ら
五
十
歳
に
至
る
制
作
力
旺
盛
な
時
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る
。『
聖
澤
院
往
古
記
事
』
に
よ
る
と
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
、
平
戸

藩
第
三
十
代
松
浦
壱
岐
守
棟
に
仕
え
る
狩
野
派
絵
師
の
片
山
尚
景
が
、
廊
下
を
挟
ん

で
書
院
の
南
に
位
置
す
る
客
殿
の
室
中
や
上
間
前
室
及
び
後
室
、
下
間
前
室
及
び
後

室
の
障
壁
画
を
描
い
た
と
い
う
が
、
そ
う
す
る
と
典
信
は
、
尚
景
に
遅
れ
る
こ
と
約

六
十
年
な
い
し
八
十
年
後
に
、
書
院
の
作
品
制
作
に
着
手
し
た
こ
と
に
な
る⑨
。

三

　

さ
て
、
書
院
一
之
間
東
側
の
襖
絵
中
央
二
面
（
図
Ｆ

－

2
、
3
）
に
は
、
動
き
回

る
二
匹
の
麒
麟
が
、
弾
む
よ
う
な
運
動
感
を
伴
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
鳳
凰
、
龍
、

亀
と
並
ん
で
四
霊
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
麒
麟
は
、
古
来
中
国
で
は
仁
獣
あ
る
い
は

聖
者
と
見
な
さ
れ
、
吉
祥
を
表
す
架
空
の
動
物
で
あ
る
。
麒
は
牝
で
麟
が
牡
、
狼
の

頭
を
も
っ
て
鹿
の
体
を
し
、
馬
の
脚
を
も
っ
て
牛
の
尾
を
付
け
て
お
り
、
一
本
の
角

を
生
や
し
て
い
る
と
い
う
が
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
、
そ
の
姿
は
さ
ま
ざ
ま
に
変

化
し
て
い
く
。
典
信
の
描
く
麒
麟
は
、
曲
線
を
主
と
し
て
、
濃
淡
を
自
由
自
在
に
使

い
分
け
、
肥
痩
の
線
描
を
用
い
て
麒
麟
の
姿
を
表
し
て
い
る
。
鉤
勒
の
輪
郭
を
用
い



一
〇
〇

ず
、
付
立
に
よ
る
太
い
筆
触
を
縦
横
に
用
い
た
描
写
で
あ
る
。
頭
上
に
角
を
一
本
生

や
し
、
髭
を
付
け
、
丸
い
両
眼
を
見
開
い
た
麒
麟
の
頭
部
は
、
複
雑
な
形
態
描
写
に

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
な
立
体
感
を
獲
得
し
て
い
る
。
そ
の
身
体
は
、

主
と
し
て
太
い
濃
墨
の
曲
線
を
駆
使
し
、
胴
体
の
厚
み
を
う
ま
く
捉
え
て
い
る
。
向

か
っ
て
左
の
麒
麟
（
図
Ｆ

－

3
）
は
、
手
前
を
向
い
て
左
の
前
足
を
上
げ
な
が
ら
、

軽
や
か
な
勇
姿
を
示
し
、
右
の
麒
麟
（
図
Ｆ

－

2
）
は
、
横
向
き
に
な
っ
て
首
を
捻

り
、
力
強
い
運
動
感
を
示
し
つ
つ
、
天
を
見
上
げ
る
格
好
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
、典
信
は
、こ
の
麒
麟
図
を
描
く
に
際
し
て
、室
中
の
片
山
尚
景
筆
「
獅
子
図
」（
挿

図
4
）
を
参
考
に
し
た
に
違
い
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
獅
子
の
勇
姿
を
描
い
た
尚
景
の

作
風
は
、
狩
野
尚
信
の
作
風
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
桃
山
時
代
の
障
壁
画
の
残
滓
を

止
ど
め
、
圭
角
的
か
つ
軽
快
で
あ
る
。
そ
れ
に
引
き
替
え
、
典
信
の
麒
麟
の
描
写
は
、

い
く
ぶ
ん
粘
り
が
あ
っ
て
重
い
印
象
を
醸
し
出
し
て
い
る
が
、
や
は
り
、
尚
景
と
同

様
に
が
っ
ち
り
と
し
た
骨
格
が
あ
り
、
な
か
な
か
秀
抜
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
麒
麟

と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
古
く
は
京
都
高
山
寺
の
鳥
羽
僧
正
覚
猷
筆
と
い
わ
れ
る

「
鳥
獣
戯
画
巻
」（
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
前
期
）
に
描
か
れ
、
近
世
で
は
伊
万
里
の
皿

や
鉢
、
太
刀
の
鞘
や
欄
間
の
装
飾
に
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
が
、
龍
虎
や
獅
子
を
専
ら

扱
っ
た
狩
野
派
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
り
、
江
戸
狩
野
の
襖
絵
や

屏
風
絵
な
ど
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
襖
絵
六
面
全
体
（
図
Ｆ

－

1
、
2
、
3
、
4
、

5
、
6
）
の
構
成
を
考
察
す
る
と
、
麒
麟
の
左
右
の
襖
絵
二
面
（
図
Ｆ

－

1
、
4
）

に
は
滝
が
描
か
れ
、
右
側
高
所
か
ら
溢
れ
る
滝
の
水
が
、
二
匹
の
麒
麟
の
背
後
を
流

れ
て
左
の
滝
に
流
れ
込
み
、
さ
ら
に
滝
壺
に
落
ち
て
激
し
く
水
を
跳
ね
上
げ
る
、
と

い
う
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
動
き
回
る
麒
麟
と
、
そ
れ
を
助
成
す
る
や

り
方
で
、
激
し
く
流
れ
落
ち
る
水
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
、
画
面
の
躍
動
感
を
い
や
が
上

に
も
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
効
果
は
、続
く
北
側
の
襖
絵
二
面（
図

Ａ

－

5
、
6
）
に
引
き
継
が
れ
、
そ
こ
で
は
光
琳
の
洗
練
さ
れ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
に
も

似
た
華
麗
な
波
頭
の
上
品
な
装
飾
的
描
写
が
見
ら
れ
る
。
水
し
ぶ
き
を
上
げ
る
波
の

上
方
に
は
、
瀟
洒
な
枝
と
群
葉
を
見
せ
る
樹
木
が
描
か
れ
、
波
の
左
上
方
に
は
、
控

え
め
に
岩
の
描
写
が
添
え
ら
れ
た
。
北
側
正
面
の
床
壁
貼
付
絵
（
図
Ｆ

－

8
）
は
、

画
面
左
か
ら
伸
び
た
松
樹
の
枝
が
、
右
下
方
に
垂
れ
下
が
る
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、

狩
野
派
の
十
八
番
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
画
面
左
端
の
部
分
に
は
、
曲
が
り

く
ね
っ
た
松
樹
の
幹
が
描
か
れ
、
そ
の
幹
か
ら
葉
を
つ
け
た
枝
が
伸
び
る
。
松
の
枝

や
葉
は
、
華
奢
で
繊
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
松
樹
の
枝
の
背
後
に
は
、
大
き
な
空
間

図 4　片山尚景「獅師図」
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一

が
広
が
っ
て
い
る
に
し
ろ
、
大
半
は
余
白
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
山
水
図

は
、
掛
軸
を
吊
す
背
景
画
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
様
の
作
例
と
し
て
は
、
桂
離

宮
中
書
院
の
床
壁
貼
付
絵
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
、
典
信
の
や
は
り
法
眼
時
代

の
作
品
と
し
て
は
、
双
幅
の
「
夏
冬
山
水
図
」（
毛
利
報
公
会
博
物
館
蔵
）
が
遺
存

す
る
が
、
そ
の
右
幅
に
は
、
岩
上
よ
り
垂
れ
下
が
る
松
樹
の
枝
が
描
か
れ
た
。
そ
の

形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
圭
角
の
あ
る
周
文
風
の
少
々
古
風
な
も
の
で
あ
っ
て
、
左
右

逆
図
で
あ
る
に
し
ろ
、
聖
澤
院
の
松
樹
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
。
な
お
、
床
壁
貼
付
絵

の
左
側
壁
、
つ
ま
り
典
信
の
落
款
の
あ
る
壁
貼
付
絵
一
面
（
図
Ｆ

－
9
）
の
画
面
右

側
に
も
、
控
え
め
に
松
樹
の
枝
の
先
端
部
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

書
院
二
之
間　

に
は
、
壁
貼
付
絵
一
面
と
襖
絵
十
三
面
の
計
十
四
面
（
図
Ｇ

－

1
、

2
、
3
、
4
、
5
、
6
、
7
、
8
、
9
、
10
、
11
、
12
、
13
、
14
）
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
「
竹
林
七
賢
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。「
商
山
四
皓
図
」
や
「
飲
中
八
仙
図
」

と
並
ん
で
禅
林
で
愛
好
さ
れ
た
「
竹
林
七
賢
図
」
は
、
と
り
わ
け
、
禅
宗
文
化
が
席

巻
し
た
室
町
時
代
の
隠
逸
的
思
想
を
背
景
に
も
つ
。
魏
晋
の
頃
、
国
難
を
避
け
竹
林

に
集
ま
っ
て
、
清
談
に
ふ
け
っ
た
隠
者
七
人
、
つ
ま
り
、
嵆
康
、
阮
籍
、
阮
咸
、
向

秀
、
王
戎
、
劉
伶
、
山
濤
ら
を
画
面
に
配
置
す
る
。
老
荘
思
想
の
立
場
で
い
え
ば
、

人
間
の
内
面
世
界
と
事
物
の
根
源
と
が
交
わ
る
境
地
に
人
間
の
真
の
姿
を
求
め
、
真

を
追
求
す
る
の
が
君
子
で
あ
っ
て
、
そ
の
究
極
の
姿
が
隠
士
だ
と
い
う
。
東
側
襖
絵

に
お
い
て
、
唯
一
人
で
岸
部
に
立
つ
人
物
が
阮
籍
（
Ｇ

－

3
）
で
あ
ろ
う
。
北
側
障

壁
画
で
は
、
向
っ
て
右
か
ら
阮
咸
（
Ｇ

－

7
）、
竹
林
の
中
に
立
つ
二
人
が
右
か
ら

向
秀
と
王
戎
（
Ｇ

－

8
）、
書
物
を
持
つ
嵆
康
、
背
中
を
見
せ
る
の
が
劉
伶
、
山
高

帽
を
被
る
山
濤
（
Ｇ

－

10
）
で
あ
る
。

　

さ
て
、
廊
下
に
面
し
た
南
側
の
東
端
に
は
、
嵌
め
殺
し
の
襖
絵
一
面
（
図
Ｇ

－

1
）
が
あ
り
、
モ
テ
ィ
ー
フ
は
華
奢
な
灌
木
で
あ
る
。
画
面
は
か
な
り
損
傷
し
て
い

る
。
続
く
東
側
の
襖
絵
四
面
（
図
Ｇ

－

2
、
3
、
4
、
5
）
に
は
、
水
辺
の
岸
に
立

っ
て
、
両
手
を
後
ろ
に
回
し
、
水
面
に
浮
か
ぶ
二
羽
の
鴨
（
図
Ｇ

－

4
）
を
眺
め
る

一
人
の
隠
士
が
描
か
れ
る
。
鴨
の
胸
元
や
背
中
は
、
細
か
い
点
描
に
よ
っ
て
表
現
さ

れ
た
。
隠
士
は
側
面
か
ら
描
か
れ
、
口
と
顎
に
髭
を
生
や
し
て
、
左
足
を
前
に
出
す

格
好
で
佇
立
す
る
。
足
下
の
岸
に
は
草
が
生
え
、
前
方
の
水
面
に
は
、
大
き
く
曲
が

り
く
ね
る
水
流
が
、
注
意
深
く
眺
め
な
け
れ
ば
見
逃
し
て
し
ま
う
ほ
ど
に
、
き
わ
め

て
繊
細
な
線
描
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
。
隠
士
の
背
後
に
は
、
従
者
の
童
子
と
竹
藪
と

崖
（
図
Ｇ

－

2
）
が
見
ら
れ
る
。
童
子
は
背
中
に
荷
物
を
背
負
い
、
荷
物
を
包
む
布

を
絞
っ
た
先
端
部
を
右
手
で
し
っ
か
り
と
握
り
し
め
て
い
る
。
竹
は
典
型
的
な
墨
竹

図
の
形
態
を
示
し
て
お
り
、
濃
淡
さ
ま
ざ
ま
に
、
力
強
く
か
つ
瀟
洒
に
描
か
れ
、
対

岸
に
は
岩
と
灌
木
や
草
（
図
Ｇ

－

5
）
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
岩
は
筆
を
画
面
に
強

く
こ
す
り
つ
け
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
襖
絵
四
面
全
体
の
印
象
は
、
広
々
と
ゆ

っ
た
り
し
た
も
の
で
、
背
景
の
描
写
を
省
略
し
、
余
白
を
充
分
に
活
用
し
な
が
ら
、

人
物
や
岩
や
樹
木
の
み
を
大
き
く
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

北
側
の
襖
絵
四
面
（
図
Ｇ

－

6
、
7
、
8
、
9
）
と
壁
貼
付
絵
（
図
Ｇ

－

10
）
に

は
、
文
人
画
の
墨
戯
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
小
さ
な
岩
と
灌
木
（
図
Ｇ

－

6
）
が
見

ら
れ
、
続
く
襖
絵
一
面
（
図
Ｇ

－

7
）
に
は
、
背
筋
を
伸
ば
し
、
顔
を
上
向
き
に
上

げ
た
阮
咸
が
竹
林
の
中
に
立
つ
。
続
く
襖
一
面
（
図
Ｇ

－

8
）
に
は
、
竹
林
の
中
で

談
笑
す
る
二
人
の
隠
士
つ
ま
り
向
秀
と
王
戎
が
見
ら
れ
る
。
向
か
っ
て
右
の
向
秀
が
、

傍
ら
に
い
る
王
戎
に
、
画
面
左
手
の
方
向
を
指
差
し
な
が
ら
、
何
事
か
を
話
し
か
け

て
お
り
、
左
側
に
い
る
王
戎
は
、
左
手
で
竹
幹
を
掴
み
つ
つ
、
黙
っ
て
話
に
聞
き
入

っ
て
い
る
。
続
く
襖
絵
一
面
（
図
Ｇ

－

9
）
の
画
面
中
央
に
は
、
遠
く
に
見
え
る
竹
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林
が
、
淡
墨
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
あ
た
か
も
蜃
気
楼
を
見
る
よ
う
に
靄
の
彼
方
に
淡

く
霞
ん
で
見
え
る
。
手
前
は
土
坡
と
草
で
あ
る
。
次
の
壁
貼
付
絵
（
図
Ｇ

－

10
）
で

は
、
三
人
の
隠
士
が
談
笑
し
て
い
る
が
、
右
側
の
隠
士
、
つ
ま
り
嵆
康
は
、
両
手
で

半
ば
開
か
れ
た
書
物
を
下
か
ら
支
え
る
格
好
で
掴
ん
で
い
る
。
手
前
に
背
中
を
向
け

て
立
つ
劉
伶
は
、
身
体
を
前
に
屈
め
る
よ
う
に
し
て
、
左
の
山
濤
の
方
を
振
り
向
い

て
い
る
。
山
濤
は
、
帽
子
を
被
り
、
長
く
て
白
い
髭
を
生
や
し
、
そ
の
風
貌
か
ら
し

て
か
な
り
高
齢
の
人
物
で
あ
ろ
う
。
背
後
の
竹
林
の
そ
ば
に
は
、
背
中
に
笠
を
吊
し

た
従
者
の
童
子
が
控
え
て
立
つ
。
こ
れ
ら
東
側
及
び
北
側
の
障
壁
画
の
人
物
描
写
は
、

軽
快
な
筆
致
に
よ
っ
て
楽
々
と
描
か
れ
た
よ
う
に
見
え
、
き
わ
め
て
爽
快
な
印
象
を

与
え
る
。
こ
の
爽
快
さ
こ
そ
、
典
信
の
本
領
と
い
う
べ
き
特
質
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、

微
妙
な
動
き
を
示
し
つ
つ
談
笑
す
る
隠
士
た
ち
の
姿
が
洗
練
の
度
を
増
し
て
お
り
、

画
面
全
体
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
静
謐
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
過
度
の
動
き
を
抑
制
し

た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

西
側
の
襖
絵
四
面
（
図
Ｇ

－

11
、
12
、
13
、
14
）
に
は
、
竹
林
と
そ
の
間
を
流
れ

る
川
が
描
か
れ
た
。
竹
林
は
、
濃
淡
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
に
富
む
表
現
に
さ
れ
て
お
り
、

手
前
に
は
濃
墨
を
用
い
た
瀟
洒
な
竹
（
図
Ｇ

－

11
、
13
）
が
描
か
れ
、
遙
か
遠
く
に

は
淡
墨
を
用
い
た
竹
林
（
図
Ｇ

－
12
）
が
霞
む
よ
う
に
淡
く
描
か
れ
て
い
る
。
西
側

南
端
の
襖
絵
一
面
（
図
Ｇ

－
14
）
に
は
、
遠
く
に
霞
む
竹
林
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

画
面
の
日
焼
け
に
よ
る
損
傷
が
著
し
く
、
墨
が
極
度
に
淡
く
な
っ
た
た
め
に
、
竹
林

の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
見
え
に
く
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
中
央
の
襖
絵
二
面
（
図
Ｇ

－

12
、

13
）
の
川
の
描
写
は
、
実
に
圧
巻
で
、
手
前
に
流
れ
る
川
の
水
は
、
襖
の
前
に
立
つ

観
者
に
向
か
っ
て
流
れ
出
し
、
あ
た
か
も
書
院
二
之
間
に
溢
れ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。

一
瞥
し
て
息
を
呑
む
か
の
感
銘
を
生
じ
さ
せ
る
絵
画
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
狩
野
派
の

内
部
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
〈
や
ま
と
絵
〉
の
作
風
を
採
り
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
に

漢
画
風
の
水
墨
を
組
み
込
ん
だ
構
成
は
、
き
わ
め
て
品
格
の
高
い
も
の
で
、
こ
の
画

面
が
、
江
戸
時
代
の
水
墨
画
の
真
髄
を
表
明
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

や
わ
ら
か
い
曲
線
を
用
い
て
、
ジ
グ
ザ
グ
に
流
れ
る
川
の
水
は
、
む
し
ろ
自
然
の
静

か
な
雰
囲
気
を
強
調
す
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
画
面
全
体
の
印
象
は
、
岸
の
描
写
も

含
め
て
、
緻
密
に
し
て
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
付
立
の
筆
触
を
用
い
て
い
る
た
め
、

全
体
と
し
て
爽
快
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　

以
上
、
書
院
一
之
間
及
び
二
之
間
の
襖
絵
及
び
壁
貼
付
絵
を
考
察
し
て
き
た
が
、

こ
こ
で
採
り
上
げ
た
作
品
は
、
探
幽
兄
弟
没
後
に
お
け
る
江
戸
狩
野
の
本
領
を
明
白

に
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。「
山
水
図
」
及
び
「
麒
麟
図
」
が
描
か
れ
た

書
院
一
之
間
の
構
成
は
、
激
し
い
運
動
表
現
を
伴
っ
た
〈
動
的
な
性
格
〉
を
強
調
し
、

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
竹
林
七
賢
図
」
が
描
か
れ
た
書
院
二
之
間
の
構
成
は
、
動

き
を
抑
制
し
た
〈
静
的
な
性
格
〉
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
水
図
を
描
い
た
書
院

一
之
間
の
床
壁
貼
付
絵
（
図
Ｆ

－

8
）
に
は
、
華
奢
で
繊
細
な
枝
が
描
か
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
狩
野
派
の
伝
統
的
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
簡
潔
で
瀟
洒
な
松
の
描
写
は
、
と
り
わ
け
探
幽
及
び

尚
信
と
の
繋
が
り
を
仄
め
か
す
。
さ
ら
に
、
書
院
二
之
間　

の
「
竹
林
七
賢
図
」
の

作
風
も
ま
た
、
一
瞥
で
探
幽
の
「
七
賢
九
老
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
）
や
尚
信
の
聖

衆
来
迎
寺
襖
絵
「
竹
林
七
賢
図
」
の
竹
藪
の
描
写
、
あ
る
い
は
常
信
の
「
竹
林
七
賢

図
」（
六
曲
一
双
）
左
隻
で
扱
わ
れ
た
隠
士
の
姿
な
ど
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
尚
信

の
竹
の
描
写
は
、
優
雅
で
は
あ
る
が
、
少
々
剛
毅
な
印
象
も
醸
し
出
し
て
お
り
、
典

信
の
描
く
竹
の
方
が
、
曲
線
の
妙
を
活
か
し
て
洗
練
の
度
を
増
し
て
い
る
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
書
院
二
之
間
北
側
の
襖
絵
（
図
Ｇ

－

7
）
に
は
、
真
横
か
ら
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捉
え
ら
れ
た
隠
士
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
姿
は
、
人
物
の
向
き
は
左
右
逆

で
あ
る
に
し
て
も
、
常
信
の
「
竹
林
七
賢
図
」
で
扱
わ
れ
た
隠
士
の
形
態
描
写
と
酷

似
す
る
。
隠
士
の
衣
紋
線
も
、
肥
痩
の
線
描
に
よ
っ
て
、
大
胆
か
つ
流
れ
る
よ
う
な

筆
さ
ば
き
で
描
き
出
さ
れ
、
実
に
爽
快
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
物
描
写
は
、
父
親
の

四
代
栄
川
古
信
の
三
幅
対
「
東
方
朔
・
花
鳥
図
」
に
登
場
す
る
東
方
朔
の
形
態
描
写

に
も
酷
似
す
る
が
、
衣
紋
の
線
描
な
ど
、
い
さ
さ
か
野
暮
っ
た
い
印
象
を
示
す
古
信

の
人
物
描
写
に
比
べ
れ
ば
、
典
信
の
衣
紋
の
処
理
は
垢
抜
け
し
て
清
雅
で
あ
る
。
い

う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
画
面
に
描
か
れ
た
典
信
の
作
風
は
、
探
幽
以
後
の
江
戸
狩
野

様
式
の
一
典
型
を
示
し
て
お
り
、
尚
信
か
ら
常
信
、
そ
し
て
周
信
か
ら
古
信
へ
と
続

く
木
挽
町
狩
野
家
の
作
風
を
正
統
に
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
典
信
が
、

父
古
信
の
作
風
を
ど
の
よ
う
に
引
き
継
い
だ
か
は
、
古
信
の
遺
存
作
品
が
わ
ず
か
し

か
な
い
た
め
に
判
断
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
古
信
の
不
明
部
分
を
補
う
意
味
で
、

伝
古
信
筆
「
鯨
図
」
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。「
鯨
図
」（
挿
図
5
）
は
、
画
面
右
下

の
落
款
が
ほ
と
ん
ど
消
え
か
か
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
「
信
」
の
字
と
判
別
不
能
の

壺
印
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
挿
図
6
）。
た
だ
し
、
軸
裏
の
上
部
に

江
戸
期
に
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
「
狩
野
古
信
鯨
画
」（
挿
図
7
）
と
墨
書
が
な

さ
れ
て
お
り
（
現
状
で
は
、
そ
の
部
分
を
切
り
取
っ
て
、
平
成
三
年
に
な
さ
れ
た
新

し
い
表
装
の
軸
裏
上
部
に
貼
付
し
て
あ
る
）、
伝
古
信
と
し
て
お
き
た
い
。
表
装
は

本
金
の
一
文
字
や
封
帯
を
付
け
た
豪
華
な
も
の
で
、
明
治
期
に
新
し
い
表
装
が
な
さ

れ
た
に
せ
よ
、
木
挽
町
狩
野
家
当
主
の
位
置
づ
け
を
明
白
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ

の
「
鯨
図
」
で
は
、
大
海
に
波
し
ぶ
き
を
立
て
な
が
ら
悠
然
と
泳
ぐ
鯨
の
半
身
が
、

力
強
い
形
態
に
よ
っ
て
描
出
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に
傷
み
が
ひ
ど
く
、
渦
巻
く
波
頭

の
形
態
は
、
胡
粉
が
剥
落
し
、
褪
色
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
鯨
の
力
強
い
描
写

図 5　伝狩野古信「鯨図」



一
〇
四

か
ら
、
こ
の
画
家
の
力
量
が
侮
り
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

四

　

最
後
に
、
聖
澤
院
書
院
一
之
間
及
び
二
之
間
の
典
信
の
障
壁
画
に
つ
い
て
、
そ
の

特
質
と
評
価
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
一
言
で
い
っ
て
、
こ
の
障
壁
画
は
典
雅
流
麗

で
あ
る
。
ま
た
、
人
物
と
そ
の
周
囲
の
空
間
は
合
理
的
に
把
握
さ
れ
て
お
り
、
破
綻

が
な
い
。
さ
ら
に
、
一
種
の
清
雅
で
理
想
的
雰
囲
気
が
作
品
全
体
を
貫
い
て
い
る
。

従
来
、
江
戸
の
狩
野
派
は
、
探
幽
を
手
本
に
し
て
、
そ
の
模
倣
に
明
け
暮
れ
た
と
酷

評
さ
れ
て
き
た
が
、
典
信
に
関
し
て
は
、
そ
う
し
た
評
価
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
お

そ
ら
く
天
心
は
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
見
て
取
っ
た
に
違
い
な
い
。
典
信
の
作
品

は
、
贋
作
こ
そ
巷
に
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
遺
存
す
る
真
作
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
そ
の
足
跡
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
の
欠
を
補
う
と
い
う
点

で
は
、
聖
澤
院
の
障
壁
画
は
、
典
信
の
代
表
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
絵
画
史
を

代
表
す
る
重
要
な
作
例
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
安
村
敏
信
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
十
八

世
紀
後
半
か
ら
、
江
戸
狩
野
は
大
き
く
自
己
変
革
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ

の
理
由
は
、
こ
の
時
期
に
南
蘋
派
や
雪
舟
派
な
ど
の
民
間
画
壇
が
隆
盛
し
、
江
戸
の

狩
野
派
も
、
そ
の
刺
激
を
受
け
て
活
性
化
し
た
た
め
だ
と
い
う⑩
。
幕
末
期
に
向
け
て

の
狩
野
派
の
動
向
は
、
こ
う
し
た
理
解
に
裏
付
け
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
典
信
の

場
合
で
も
、
狩
野
派
の
図
様
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
写
生
の
要
素
が
混
入
し
て
い
る
。

し
か
し
、
聖
澤
院
の
障
壁
画
を
検
討
す
る
限
り
、
も
う
一
つ
重
要
な
観
点
が
浮
か
び

上
が
る
。
た
と
え
ば
、
二
之
間
の
「
竹
林
七
賢
図
」
に
言
及
す
れ
ば
、
こ
の
図
様
は
、

探
幽
筆
「
七
賢
九
老
図
屏
風
」
右
隻
の
〈
竹
林
七
賢
図
〉
を
引
き
継
い
で
は
い
る
が
、

図 6　伝古信落款図 7　伝古信表具裏面墨書



一
〇
五

典
信
の
場
合
、
大
画
面
に
配
置
さ
れ
た
人
物
や
竹
林
な
ど
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
大
き

な
余
白
を
伴
い
つ
つ
も
、
隙
が
な
く
、
合
理
的
な
空
間
把
握
が
な
さ
れ
て
い
る
。
探

幽
の
場
合
、
人
物
や
竹
林
と
余
白
の
空
間
と
は
、
い
く
ぶ
ん
散
漫
な
印
象
を
与
え
て

お
り
、
人
物
や
林
と
そ
の
周
囲
の
川
の
流
れ
る
山
野
と
の
関
係
は
、
如
何
に
も
と
っ

て
つ
け
た
よ
う
な
組
合
せ
で
合
理
性
を
欠
い
て
い
る
。
も
と
も
と
探
幽
は
、
名
古
屋

城
上
洛
殿
上
段
之
間
の
「
帝
鑑
図
」
の
中
、〈
露
台
惜
費
図
〉
に
お
い
て
、
建
築
物

と
周
囲
の
空
間
と
の
結
び
つ
き
に
合
理
性
を
欠
く
不
安
定
な
構
成
を
露
わ
に
し
た
。

徳
川
政
権
の
樹
立
に
と
も
な
っ
て
、
若
く
し
て
狩
野
派
を
率
い
る
地
位
に
就
い
た
探

幽
は
、
周
辺
の
実
力
あ
る
狩
野
派
画
家
た
ち
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
新
し
い

狩
野
派
の
作
風
を
模
索
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
繰
り
返
し
た
に
違
い
な
い
。

そ
う
し
た
過
程
を
通
じ
て
出
来
上
が
っ
た
探
幽
様
式
は
、
以
後
の
江
戸
狩
野
の
手
本

と
な
っ
た
が
、
典
信
の
場
合
、
探
幽
様
式
を
無
批
判
に
継
承
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

探
幽
が
積
み
残
し
た
「
あ
い
ま
い
な
空
間
」、
あ
る
い
は
「
不
合
理
な
空
間
」
の
問

題
を
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
写
生
の
要
素
を
導
入
し
な
が
ら
、
聖
澤
院
の
「
竹
林
七
賢

図
」
に
お
い
て
解
決
し
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
天
心
は
典
信
に
言
及
し
て
、

「
典
信
出
づ
る
に
及
び
、
幾
分
か
狩
野
派
の
変
革
を
試
み
た
り
。
故
を
以
て
其
の
脈

絡
を
絶
た
ず
、勢
ひ
を
続
く
る
を
得
た
る
な
り
。（
中
略
）
其
の
変
化
を
試
み
た
る
は
、

即
ち
幾
分
の
写
生
主
義
を
加
味
し
た
る
こ
と
是
れ
な
り⑪
。」
と
語
っ
て
い
る
。
要
す

る
に
、
典
信
は
、
空
間
の
中
の
人
物
配
置
と
い
う
探
幽
が
残
し
た
絵
画
構
成
の
難
題

を
解
決
す
る
に
あ
た
っ
て
、
周
囲
の
景
観
と
合
理
的
か
つ
有
機
的
に
一
体
化
し
た
人

物
群
や
林
の
表
現
を
確
立
し
、
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
と
そ
れ
を
包
含
す
る
空
間
と
の
関

係
に
、
一
つ
の
解
答
を
与
え
た
と
い
っ
て
よ
い
。
天
心
の
評
価
が
な
さ
れ
た
後
、
ほ

と
ん
ど
の
美
術
史
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
典
信
が
他
の
江
戸
狩
野
の
画
家
た
ち
と
同
様

に
扱
わ
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
奇
っ
怪
で
あ
る
。
し
か
も
、
聖
澤

院
の
障
壁
画
よ
う
な
傑
作
に
値
す
る
作
品
が
、
日
本
美
術
史
研
究
か
ら
排
除
さ
れ
た

こ
と
も
ま
た
驚
き
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
典
信
が
制
作
し
た
聖
澤
院
書
院
の
障

壁
画
に
は
、
探
幽
の
〈
竹
林
七
賢
図
〉
に
は
見
ら
れ
な
い
、
一
種
の
理
想
的
で
清
雅

な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
こ
の
繊
細
流
麗
な
絵
画
は
、
近
世
絵
画
史
上
、
再
検
討
、

再
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
大
作
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

註①　

拙
稿
「
聖
澤
院
書
院
の
障
壁
画―

狩
野
栄
川
院
典
信
及
び
富
岡
鉄
斎
の
壁
貼
付
絵

と
襖
絵―

」、『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
二
号
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
年
三
月
、

六
六

－

七
五
頁
。

②　

岡
倉
天
心
「
日
本
美
術
史
」、『
岡
倉
天
心
全
集
・
四
』、
平
凡
社
、
昭
和
五
五
年
（
一

九
八
〇
年
）、
一
四
〇
頁
。

③　

永
井
規
男
「
聖
澤
院
の
歴
史
と
建
築
」、前
掲
書
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
二
号
、、

四
一

－

四
二
頁
。

④　

同
書
、
三
四
頁
。

⑤　

同
書
、
三
四
頁
。

⑥　

武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）、
三
八
三

－

三
八
四
頁
。

⑦　

前
掲
書
「
日
本
美
術
史
」、『
岡
倉
天
心
全
集
・
四
』、
一
四
〇
頁
。

⑧　

河
野
元
昭
「
江
戸
狩
野
雑
考
」、『
古
美
術
』
七
一
号
、三
彩
新
社
、昭
和
五
九
年
（
一

九
八
四
）、
二
六
頁
。

⑨　

山
岡
泰
造
「
聖
澤
院
客
殿
の
障
壁
画―

片
山
尚
景
の
壁
貼
付
絵
と
襖
絵―

」、
前



一
〇
六

掲
書
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
二
号
、
四
六
頁
。

⑩　

安
村
敏
信
「
十
八
世
紀
後
期
江
戸
画
壇
の
一
様
相
～
南
蘋
派
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て

～
」、『M

U
SEU
M

』
四
三
〇
号
、
東
京
国
立
博
物
館
、
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）

一
月
。

⑪　
『
岡
倉
天
心
全
集
・
四
』、
平
凡
社
、
一
四
〇
頁
。

［
付
記
］

　

本
研
究
は
文
部
科
学
省
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
情

報
の
発
信
と
受
容
」（
代
表
者
・
松
浦
章
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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